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１．コーデックス規格
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コーデックス委員会（概要）

・一般原則 CCGP （フランス）
・ 食品添加物 CCFA （中国）
・ 食品汚染物質 CCCF （オランダ）
・ 食品衛生 CCFH （米国）
・ 食品表示 CCFL （カナダ）
・ 分析・サンプリング法 CCMAS （ハンガリー）
・ 残留農薬 CCPR （中国）
・ 食品残留動物用医薬品 CCRVDF （米国）
・ 食品輸出入検査・認証制度 CCFICS （豪州）
・ 栄養・特殊用途食品 CCNFSDU （ドイツ）
※ 括弧内は議長国

一般問題部会（10部会）

コーデックス委員会とは
☑国連食糧農業機関(FAO) と世界保健機関(WHO) によって1963年に設立された国際的な政府間
プログラム。

☑消費者の健康保護（＝食品安全）と公正な食品貿易の確保（＝品質、表示）等を目的とし、
国際食品規格（コーデックス規格）の策定等を行う。

☑コーデックスのHPより、「1963年の設立以来、コーデックスシステムは、新たな課題に対応するために、
オープンで透明かつ包括的な方法で進化してきた。」と記載。

☑ コーデックスメンバー：188加盟国＋1加盟機関（EU）（2023年5月現在）日本は1966年に加盟
☑事務局：FAO本部内（ローマ）

コーデックス規格について（農林水産省）https://www.maff.go.jp/j/syouan/kijun/codex/attach/pdf/index-6.pdfを加工して消費者庁が作成

出典：コーデックス規格について（農林水産省）
https://www.maff.go.jp/j/syouan/kijun/codex/attach/pdf/index-6.pdf
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コーデックス委員会（Codex Alimentarius Commission (CAC)）におい
て、策定された国際食品規格。

コーデックス規格（概要）

・Commodity Standards 個別食品規格(生鮮果実・野菜、加工果実・野菜等)
・MRL（農薬や動物薬の最大残留基準）
・General Standards（添加物などの一般規格）
・Methods of analysis and sampling(分析・サンプリング法)

♦ Standards（規格）

♦Code of Practice（食品衛生などの実施規範）
♦Guideline（表示などのガイドライン）

※WTO・TBT協定（貿易の技術的障害に関する協定）では、加盟国はその国内規制実施にあたり、
「強制規格(technical regulations)を必要とする場合において、関連する国際規格が存在するとき
又はその仕上がりが目前であるときは、当該国際規格又はその関連部分を強制規格の基礎として用い
る」こととされており、WTOは過去の紛争解決事例において、コーデックス規格を「国際規格」と認定してい
る。

 食品表示に関する主なコーデックス規格として、1985年に策定された「包装食品の表示に関するコーデックス一般規
格（GSLPF：General Standard for the Labelling of Prepackaged Foods）」が存在。アレルゲンに関す
る規定追加などの一部修正や、日付表示に関する規定の改訂はあったが、表示方法の考え方などは策定以来変更
されていない。

コーデックス規格について（農林水産省）https://www.maff.go.jp/j/syouan/kijun/codex/attach/pdf/index-6.pdfを加工して消費者庁が作成
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コーデックス規格の一般原則

コーデックスHP（https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/about-codex/en/）より消費者庁が作成

・コーデックス委員会及びその補助機関は、コーデックスの規格及び関連文書が最新の科学的知見
及びその他の関連情報と整合し、それを反映したものとなるよう、必要に応じて改訂。
・必要な場合には、コーデックス規格及び関連文書の作成手順に従って、規格または関連文書を改
訂又は削除するものとする。

・本質的に任意であり、国内法の代替となるものではない。
・強制力を持たせるためには、国内の法律や規制に変換する必要がある。
・消費者に不純物のない安全で健全な食品を、正しく表示・提示することを目的とした要求事項が含ま
れている。コーデックス規格は、コーデックス商品規格の書式に従って作成され、適宜、同規格に記載
された項目を含むものとする。

加工食品、半加工食品、生食用食品を問わず、消費者に流通する主要な食品について、
食品衛生、食品添加物、残留農薬・動物用医薬品、汚染物質、表示、分析・サンプリング方法、輸
出入検査・認証に関する規定が定められている。

・消費者の健康を保護し、食品貿易における公正な慣行を確保する。
・食品の定義と要求事項の精緻化と確立を指導・促進し、その調和を助け、国際貿易を促進する。

目的

性質

範囲

改訂
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２．諸外国との表示制度の比較
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日本と諸外国における食品表示

〇EU
「消費者への食品情報提供に関する規制：欧州議会・理事会規則（(EU) No 1169/2011Regulation (EU) No 1169/2011 of the European 
Parliament and of the Council of 25 October 2011 on the provision of food information to consumers）」に基づき、2014年から（栄
養表示は2016年から）規則として消費者に提供すべき食品情報を規定している。販売者や輸入業者は、当該規則やこれに関する加盟国の国内法に従い、
食品情報の存在及び正確性を確保しなければならない。（第８条）

〇アメリカ

〇中国

※当該規則の適応範囲はレストランやケータリングも含まれるが、包装されていない食品の表示義務項目はアレルゲンに関する表示のみである。

「米国連邦規則集第 21 巻101章 食品表示（the Code of Federal Regulations title 21 part101-food labeling）」において、包装された食
品の主要パネル（表等）、情報パネル（裏や側面）で記載すべき情報を定めている。

「食品安全国家基準 包装済食品ラベルに関する一般規則（ ?包装食品??通? （GB7718-2011））」等において、消費者に直接消費される包
装済食品のラベルへの義務表示内容が規定されている。

〇コーデックス
食品表示に関する主なコーデックス規格として、1985年に策定された「包装食品の表示に関するコーデックス一般規格（GSLPF：General Standard 
for the Labelling of Prepackaged Foods）」が存在。また、個別食品規格（Commodity Standards )においても、特定の個別食品に対し表
示方法について規定している。

（参考）コーデックス、EU、アメリカ、中国の食品表示

○ もとより、食品表示のルールは各国の食生活の実態に即して国ごとに定められるべきものではあるが、
我が国の食品表示制度がコーデックスや、諸外国の表示制度より優れている部分もあれば、逆に諸外
国から学ぶべきところもあるのではないかと考えられる。

○ 我が国の食品表示制度は、消費者の多様なニーズに基づき改正を繰り返し、日本独自の表示事項
の拡大も行ってきた。一方で、消費者への網羅的な情報開示という観点では、コーデックスやこれに準拠
した諸外国の食品表示制度に比べると情報量が少ない側面もある。



項目 日本 コーデックス EU アメリカ 中国

食品の名称 その内容を表す一般的な名
称を表示

その内容を表す一般的な名称
を表示
（個別の規定がある場合は、
当該規定に基づき表示）

EU又は加盟国で規定されて
いる名称を表示。規定がない
場合、一般的な名称等を表示

連邦法等で規定されてい
る名称を表示。規定がな
い場合、一般的な名称等
を表示

食品の性質を明瞭に示
すものを目立つ場所に
表示

原材料一覧
①表示方法

添加物と明確に区分して重
量順に表示
※ 個別的義務表示において、重量
順表示の特例を設けている品目も
ある。
※ 水は商習慣上も他法令において
も、省略

（添加物を含めた）原材料を
重量順に全て表示

（添加物を含めた）原材料を
重量順に全て表示（一部の食
品では、特定の成分を参照し
ない場合は省略可。）

（添加物を含めた）原材
料を重量順に全て表示

重量順に全て表示（添
加物としてまとめて表
示も可）

原材料一覧
②複合原材料

複合原材料の原材料は原則
表示（省略規定あり）
複合原材料の原材料につい
て、重量割合３位以下かつ
５％未満の場合「その他」
と表示可能

複合原材料の原材料は原則表
示（省略規定あり）

複合原材料の原材料は原則表
示（省略規定あり）

複合原材料の原材料は全
て表示

複合原材料の原材料は
原則表示（省略規定あ
り）

原材料一覧
③順不同規定

なし なし ２％以下の原材料は順不同 ２％以下の原材料は順不
同

２％以下の原材料は順
不同

添加物
①表示方法

原則、物質名で表示 具体名又は国際番号(INS番号
等）表示

名称及び E 番号（E＋INS番
号。EU で認可された食品添
加物を示すコードナンバー）
で表示

一般名で表示 一般名で表示。INS番号
を併記可。

添加物
②一括名

一部の添加物は、物質名に
代えて一括名のみの表示と
することが可能（14種類）
例：レシチン、グリセリン脂肪酸

エステル → 乳化剤

一部の添加物は、具体名に代
えて一括名のみの表示とする
ことが可能（香料等）

一部の添加物は、具体名に代
えて一括名のみの表示とする
ことが可能（香料等）

一部の添加物は、物質名
に代えて一括名のみの表
示とすることが可能(香料
等）

一部の添加物は、物質
名に代えて一括名のみ
の表示とすることが可
能(香料）

添加物
③用途名

8種の用途で用いるものは用
途名を併記

25種の用途で用いるものは用
途名を併記

24種の用途で用いるものは
用途名を併記

５種の用途で用いるもの
は用途名を併記可能

22種の用途で用いるも
のは用途名を一般名又
は国際番号と併記可

添加物
④栄養強化目的

表示免除(一部の食品を除
く)

添加物ではなく原材料として
分類

添加物ではなく原材料として
分類

添加物ではなく原材料と
して分類

添加物ではなく原材料
として分類

日本と諸外国における食品の義務表示事項の比較①（消費者庁調べ）
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項目 日本 コーデックス EU アメリカ 中国

内容量等 内容重量、内容体積、内容数
量又は固形量を表示

内容重量、内容体積又は固
形量を表示

内容重量、内容体積又は固形
量を表示
通常、個数単位で売られる製
品は、内容数量が表示されて
いれば省略可

内容重量、内容体積又は固
形量を表示

内容量、固形量を表
示個包装の場合内容
数量を表示

保存方法 期限表示の保存条件を具体的
に表示

期限表示の保存条件を具体
的に表示

特別な保管条件が求められる
場合は表示

連邦レベルでは表示義務な
し

保管するための特定の
条件を表示

消費期限・賞
味期限

食品の特性に応じて消費期
限・賞味期限を表示

食品の特性に応じて消費期
限・賞味期限を表示

食品の特性に応じて消費期
限・賞味期限を表示

連邦レベルでは乳児用ミル
クを除き表示義務なし（州
ごとに規制とのこと）

保存可能期間を表示

アレルゲン

小麦、えび、かに、そば、卵、
乳、落花生、くるみの８品目
が義務
（次長通知：牛肉、豚肉、さば、さ
けなど20品目を推奨）

穀物（大麦、オーツ麦、小麦、
スペルト、ライ麦又はこれらの交
雑種）、甲殻類、卵、魚類、
落花生、大豆、乳、木の実、
亜硫酸塩（10mg/kg以
上）の８品目が義務

穀物（大麦、オーツ麦、小麦、ライ
麦又はこれらの交雑株（スペルト小
麦やコーラサン小麦等））、甲殻類、
卵、魚類、落花生、大豆、乳、
木の実(アーモンド、カシューナッ
ツ、クイーンズランドナッツ、くる
み、ピスタチオ、ブラジルナッツ、
ヘーゼルナッツ、ペカンナッツ、マ
カダミアナッツ)、二酸化硫黄及び
亜硫酸塩（10mg/kg 又は
10mg/L以上）、軟体動物、ごま、

マスタード、セロリ、ルピナス
が義務

小麦、甲殻類（かに、ロブス
ター、えび等）、卵、魚類
（バス、ヒラメ、タラ等）、
落花生、大豆、乳、木の実
(アーモンド、くるみ、ペカン
ナッツ等)、ごま
が義務

グルテンたんぱくを含有
する穀物（小麦、ライム
ギ、大麦、スペルト小麦、
またはこれらの交配種な
ど）、甲殻類の動物（エ
ビ、ロブスター、カニな
ど）、魚、卵、落花生、
大豆、乳および乳製品
（乳酸を含む）、ナッツ
が推奨表示

原産国 輸入品については、原産国を
表示

表示しないことで消費者が
原産国を誤認する恐れがあ
る場合は表示

表示しないことで消費者が原
産国を誤認する恐れがある場
合は表示

輸入品については、原産国
を表示、豚肉、野菜等特定
の食品は表示義務
※関税法として規定されており、

食品以外にも適用される。

輸入品には原産国（地
域）を表示

食品関連事業
者の氏名又は

住所

食品関連事業者のうち、表示
内容に責任を持つ者の氏名又
は名称及び住所

製造、加工包装、流通、輸
入、輸出又は販売者いずれ
かの名称及び所在地

食品事業者の名称及び住所 製造、包装または販売業者
の名称及び所在地

法に従って登録された
製造者の名称、所在地

製造所又は加
工所の所在地

製造所又は加工所の所在地及
び氏名又は名称
※同一製品を２以上の製造所

で製造している場合は消費
者庁に届け出た固有記号が
使用可能

日本と諸外国における食品の義務表示事項の比較②（消費者庁調べ）
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項目 日本 コーデックス EU アメリカ 中国

栄養成分の
量・熱量

熱量、たんぱく質、脂質、
炭水化物、ナトリウム
（「食塩相当量」で表示）
の５項目を表示
※合理的な推定により得ら
れた値の表示が可能

熱量、たんぱく質、脂質、糖
質（炭水化物から食物繊維を
除いたもの）、ナトリウム、
飽和脂肪酸、総糖類の量の７
項目を表示

熱量、脂質、飽和脂肪酸、
炭水化物、糖類、たんぱく
質、食塩を表示

熱量、脂質、飽和脂肪酸、
トランス脂肪酸、コレステ
ロール、ナトリウム、炭水
化物、食物繊維、糖類、添
加糖類、たんぱく質、ビタ
ミンD、カルシウム、鉄、
カリウムを表示

熱量、たんぱく質、脂
質、炭水化物、ナトリ
ウムを表示

栄養
強調表示

任意（表示する場合は規定
あり） 任意 任意（表示する場合は規定

あり）
任意（表示する場合は規定
あり）

任意（表示する場合は
規定あり）

包装前面
栄養表示
(FOPNL)

検討中 任意又は義務
任意（加盟国がそれぞれの
ルールを制定）
※EU域内統一のルールは検討中

検討中 （調査中）

原材料の量的
表示

なし（特色のある原材料
(品種や有機である旨等）
に関する事項については、
コーデックスと類似した規
定あり）

商品名や文字、図等で強調さ
れている原材料は、
製品中の使用割合（％）を併
せて表示

商品名や文字、図等で強調
されている原材料は、
製品中の使用割合（％）を
併せて表示

連邦レベルでは表示義務な
し
※果汁ジュースのみ一部規定あり

価値や特徴のある原材
料を特に強調する場合
は、配合割合を表示

加工食品の
原料原産地

使用される原材料のうち、
製品に占める重量割合上位
１位の原材料の原産地又は
製造地を表示

なし
特定の食品に対して表示を
義務付け
※はちみつの採蜜地、オリーブ油

（オリーブの産地）

なし なし

遺伝子組換え
遺伝子組換え農産物である
旨を表示（最終製品に組み
換えられた遺伝子が検出さ
れないものは対象外）

なし
遺伝子組換え農産物である
旨を表示（最終製品に組み
換えられた遺伝子が検出さ
れないものも対象）

遺伝子組換え農産物である
旨を表示（最終製品に組み
換えられた遺伝子が検出さ
れないものは対象外）
※情報開示基準として食品表示の
規定とは別に定めており、電子・
デジタルリンクを用いた情報提供
も可能

遺伝子組換え食品であ
る旨を表示（最終製品
に組換えられた遺伝子
が検出されないものは
その旨を表示）

ロット識別 なし 生産工場及びロットを識別す
るために番号又は平文で表示

義務付けあり
ただし、消費・賞味期限で
月及び日が表示されている
場合等は省略可能

連邦レベルでは表示義務な
し 推奨表示

日本と諸外国における食品の義務表示事項の比較③（消費者庁調べ）
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（参考）表示例の比較
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日本 EU アメリカ 中国
原材料（添加物） 植物油脂(パーム油、キャ

ノーラ油)、小麦粉、砂糖、
食塩、カレー粉(ターメリッ
ク、コリアンダー、クミン、
フェヌグリーク、シナモン、
フェンネル、レッドペッ
パー、ディル、乾燥ミカン
の皮、香辛料)(7%)、 コー
ンスターチ、オニオンパウ
ダー（オニオンフレーク、
大豆パウダー、グルコース、
マルトース）、デキストリ
ン、ガーリックパウダー
（乾燥にんにく、脱脂大豆、
グルコース、マルトース）、
風味増強剤（E621、E631、
E627）、着色料 E150a、
酵母エキス、乳化剤（E473、
大豆レシチン、E471）、粉
末味噌（大豆、食塩、米）、
脱脂大豆、酸味料（E296、
E330）、赤唐辛子、発酵小
麦調味料（小麦、酵母エキ
ス、デキストリン）、香料

植物油脂（パーム油、キャノーラ油）、小
麦粉、コーンスターチ、食塩、カレー粉
（香辛料、乾燥ミカンの皮、にんにく、ア
ジョワン、甘草）、砂糖、グルタミン酸ナ
トリウム、カラメル色素、ソテーカレー
ペースト（カレー粉［香辛料、乾燥ミカン
の皮］、パーム油）、オニオンパウダー
（玉ねぎ、 粉末大豆、麦芽糖）、ゴマペー
スト、香辛料、脂肪酸モノ・ジグリセリド、
たん白加水分解物（大豆たん白加水分解物、
とうもろこしたん白加水分解物、デキスト
リン、グルタミン酸ナトリウム）、全粉乳、
大豆、大豆レシチン、酵母エキス、ソテー
オニオンペースト（オニオンパウダー［乾
燥たまねぎ、 大豆、グルコース]、パーム
油)、ガーリックパウダー(乾燥ニンニク、
大豆、グルコース、マルトース)、デキス
トリン、粉末味噌(大豆、米、食塩)、グル
コース、チーズ製品(デキストリン、酵素
処理チーズ[チーズ(低温殺菌乳、チーズカ
ルチャー、酵素、食塩)、全粉乳、食塩]) 
酵母エキス、コーンスターチ、食塩）、
ショ糖脂肪酸エステル、クエン酸、リンゴ
酸、ローストオニオンパウダー（オニオン
フレーク、デキストリン、天然フレー
バー）、ローストガーリックパウダー
（ガーリックフレーク、デキストリン、天
然フレーバー）、野菜調味料（乳糖、ガー
リックパウダー［ニンニク、小麦粉、パー
ム油]、オニオンパウダー[たまねぎ、パー
ム油]、天然フレーバー)、天然および人工
フレーバー、イノシン酸二ナトリウム、乳
酸、スクラロース、チーズ(低温殺菌乳、
チーズカルチャー、塩、酵素)

コーデックス規格との整合実態（⑥カレールー）

食用油脂（精製植物油
（パーム油、水素化菜種
油、ビタミンE）、リン
脂質）、小麦粉、砂糖、
食塩、マルトデキストリ
ン、香辛料、ジンジャー
パウダー、脱脂粉乳、カ
レー粉、グルタミン酸ナ
トリウム、ブドウ糖、食
品添加物（5’-イノシン酸
二ナトリウム、クエン酸、
リン脂質、カラメル色素、
モノステアリン酸グリセ
ロール）、はちみつ、水、
トマトパウダー、パプリ
カ、酵母抽出物、タマネ
ギパウダー、ヤシパウ
ダー、濃縮リンゴピュー
レ、ニンニクパウダー、
食用香料）

食用油脂(牛脂豚脂混合油
(国内製造)、パーム油)、小
麦粉、でんぷん、食塩、カ
レーパウダー、砂糖、ソ
テーカレーペースト、オニ
オンパウダー、玉ねぎ加工
品、ごまペースト、デキス
トリン、香辛料、脱脂大豆、
全粉乳、ガーリックパウ
ダー、たん白加水分解物、
酵母エキス加工品、ぶどう
糖、ローストガーリックパ
ウダー、チーズ加工品、濃
縮生クリーム、香味野菜風
味パウダー、酵母エキス、
チーズパウダー/調味料(ア
ミノ酸等)、カラメル色素、
乳化剤、酸味料、香料、甘
味料(スクラロース)、香辛
料抽出物、(一部に乳成分・
小麦・ごま・大豆を含む)

（参考）日本と諸外国における原材料表示の比較 カレールー

※各国の表示例は品目内の類似商品であり、同一
商品ではありません。 11



日本 EU アメリカ 中国
原材料（添加物） Vegetable Oils(Palm Oil, 

Canola Oil), Wheat Flour, 
Sugar, Salt, Curry 
Powder(Turmeric, 
Coriander, Cumin, 
Fenugreek, Cinnamon, 
Fennnel, Red pepper, Dill, 
Dried Tangerine Peel, 
Spices)(7%), Corn Starch, 
Onion Powder(Onion 
Flakes, Soybean Powder, 
Glucose, Maltose), 
Dextrin, Garlic 
Powder(Dried Garlic, 
Defatted Soybean, 
Glucose, Maltose), 
Flavour Enhancers(E621, 
E631, E627), Colour: 
E150a, Yeast Extract, 
Emulsifiers(E473, Soy 
Lecithin, E471), 
Powdered Miso(Soybean, 
Salt, Rice), Defatted 
Soybean, Acidity 
Regulators(E296, E330), 
Red Pepper, Fermented 
Wheat Seasoning(Wheat, 
Yeast Extract, Dextrin), 
Flavourings. 

VEGETABLE OILS (PALM OIL,CANOLA OIL), 
WHEAT FLOUR, CORN STARCH, SALT, CURRY 
POWDER (SPICES, DRIED TANGERINE PEEL, 
GARLIC, AJOWAN, LICORICE), SUGAR, 
MONOSODIUM GLUTAMATE, CARAMEL COLOR, 
SAUTEED CURRY PASTE (CURRY POWDER 
[SPICES, DRIED TANGERINE PEEL], PALM OIL), 
ONION POWDER (ONION, POWDERED 
SOYBEAN, MALTOSE), SESAME PASTE, SPICES, 
MONO- AND DIGLYCERIDES OF FATTY ACID, 
PROTEIN HYDROLYSATE (SOY PROTEIN 
HYDROLYSATE, CORN PROTEIN 
HYDROLYSATE, DEXTRIN, MONOSODIUM 
GLUTAMATE), WHOLE MILK POWDER, 
SOYBEAN, SOY LECITHIN, YEAST EXTRACT, 
SAUTEED ONION PASTE (ONION POWDER 
[DRIED ONION, SOYBEAN, GLUCOSE], PALM 
OIL), GARLIC POWDER (DRIED GARLIC, 
SOYBEAN, GLUCOSE, MALTOSE), DEXTRIN, 
POWDERED MISO (SOYBEAN, RICE, SALT), 
GLUCOSE, CHEESE PRODUCTS (DEXTRIN, 
ENZYME MODIFIED CHEESE [CHEESE 
(PASTEURIZED MILK, CHEESE CULTURES, 
ENZYMES, SALT), WHOLE MILK POWDER, 
SALT], YEAST EXTRACT, CORN STARCH, 
SALT), SUCROSE FATTY ACID ESTERS, CITRIC 
ACID, MALIC ACID, ROASTED ONION POWDER 
(ONION FLAKE, DEXTRIN, NATURAL FLAVOR), 
ROASTED GARLIC POWDER (GARLIC FLAKE, 
DEXTRIN, NATURAL FLAVOR), VEGETABLE 
SEASONING (LACTOSE, GARLIC POWDER 
[GARLIC, WHEAT FLOUR. PALM OIL], ONION 
POWDER [ONION, PALM OIL], NATURAL 
FLAVOR), NATURAL AND ARTIFICIAL 
FLAVORS, DISODIUM INOSINATE, LACTIC 
ACID, SUCRALOSE, CHEESE (PASTEURIZED 
MILK, CHEESE CULTURES, SALT, ENZYMES).

コーデックス規格との整合実態（⑥カレールー）

食用油脂制品（精炼植
物油（棕榈油、氢化菜
籽油、维生素E）、磷
脂）、小麦粉、食用盐、
白砂糖、淀粉、咖喱粉、
味精、洋葱粉、食品添
加剂（焦糖色、5’-肌
苷酸二钠、柠檬酸、磷
脂、琥珀酸二钠）、
香辛料、大蒜粉、辣椒
粉、酵母抽提物、姜黄
粉、麦芽糊精、食用香
精

食用油脂(牛脂豚脂混合
油(国内製造)、パーム
油)、小麦粉、でんぷん、
食塩、カレーパウダー、
砂糖、ソテーカレーペー
スト、オニオンパウダー、
玉ねぎ加工品、ごまペー
スト、デキストリン、香
辛料、脱脂大豆、全粉乳、
ガーリックパウダー、た
ん白加水分解物、酵母エ
キス加工品、ぶどう糖、
ローストガーリックパウ
ダー、チーズ加工品、濃
縮生クリーム、香味野菜
風味パウダー、酵母エキ
ス、チーズパウダー/調
味料(アミノ酸等)、カラ
メル色素、乳化剤、酸味
料、香料、甘味料(スク
ラロース)、香辛料抽出
物、(一部に乳成分・小
麦・ごま・大豆を含む)

（参考）日本と諸外国における原材料表示の比較 カレールー（原文）

※各国の表示例は品目内の類似商品
であり、同一商品ではありません。 12



日本 EU アメリカ 中国
原材料（添加物） 水、脱脂大豆、小麦、

食塩、大豆、食用アル
コール

水、大豆、小麦、塩脱脂加工大豆（大豆
（アメリカ又はカナ
ダ（５％未満））、
小麦、食塩、大豆/
アルコール

水、大豆、小麦、食塩

（参考）日本と諸外国における原材料表示の比較 醤油

WATER、
SOYBEANS、
WHEAT、SALT

Wasser、
Sojabohnen、
Weizen、Speisesalt

水、脱脂大豆、小麦、
食用盐、大豆、食用酒
精

※各国の表示例は品目内の類似商品であり、同一商品ではありません。

原文

13



日本 欧州 アメリカ 中国
原材料（添加物） 油揚げめん（小麦粉（国内製

造）、植物油脂、食塩、チキン
エキス、ポークエキス、しょう
ゆ、ポーク調味料、たん白加水
分解物、香辛料）、かやく（味
付豚ミンチ、味付卵、味付えび、
味付豚肉、ねぎ）、
スープ（糖類、粉末しょうゆ、
食塩、香辛料、たん白加水分解
物、香味調味料、ポーク調味料、
メンマパウダー）/加工でん粉、
調味料（アミノ酸等）、炭酸カ
ルシウム、カラメル色素、かん
すい、増粘多糖類、カロチノイ
ド色素、乳化剤、酸化防止剤
（ビタミンＥ）、香辛料抽出物、
くん液、香料、ビタミンＢ2，
ビタミンB1、酸味料、（一部
にえび・小麦・卵・乳成分・ご
ま・大豆・鶏肉・豚肉を含む）

麺 85.6%、[小麦粉、パーム油、
食塩、風味増強剤[E621]、小麦
粉処理剤(E500、E451)、酸化
防止剤(E306)、酸味調節剤(ク
エン酸)、食塩、砂糖、小麦たん
ぱく質調整物(小麦グルテン、安
定化剤(E516)、風味調味料
(E621、E627、E631)、マルト
デキストリン、唐辛子、鶏肉粉
末1.0%、しいたけ0.8%、ネギ、
香料(小麦、大豆、セロリを含
む)、ニンニク粉末、加水分解ト
ウモロコシタンパク質、しょう
が粉末 0.3%、酵母エキス、
香辛料(赤唐辛子、タマネギ、黒
コショウ)、醤油粉末(大豆、小
麦、食塩、マルトデキストリン、
固結防止剤(E551)、酸味調整剤
（クエン酸）
微量の甲殻類、魚、牛乳、軟体
動物、マスタード、ゴマが含ま
れる場合があります。

強化小麦粉（小麦粉、ナイア
シン、還元鉄、チアミン一硝
酸塩、リボフラビン、葉酸）、
パーム油、食塩、ドライニン
ジンフレーク、自己消化酵母
エキス（2%以下）、クエン
酸、濃縮青キャベツ汁、ブド
ウ糖、グアニル酸二ナトリウ
ム、イノシン酸二ナトリウム、
コハク酸二ナトリウム、乾燥
トウモロコシ、乾燥パセリ、
卵白、ガーリックパウダー、
加水分解コーンタンパク質、
加水分解大豆タンパク質、乳
糖、マルトデキストリン、天
然および人工香味料、オニオ
ンパウダー、炭酸カリウム、
塩化カリウム、鶏肉粉末、鶏
脂、二酸化ケイ素、アルギン
酸ナトリウム、炭酸ナトリウ
ム、トリポリリン酸ナトリウ
ム、大豆、香辛料および着色
料、砂糖、TBHQ (保存料)、
小麦

（参考）日本と諸外国における原材料表示の比較 カップラーメン

※各国の表示例は品目内の類似商品であり、同一商品ではありません。
14

麺類:精製小麦粉、精製パーム油、酢酸
澱粉、食塩、グルタミン酸ナトリウム、
醤油、玉葱粉末（玉葱、マルトデキス
トリン）炭酸カルシウム、植蛋白加水
分解物調味粉末(植物蛋白加水分解調味
液、食塩、マルトデキストリン、グル
タミン酸ナトリウム）、炭酸カリウム、
トリポリリン酸ナトリウム、グァーガ
ム、炭酸ナトリウム、酵母抽出物、ク
エン酸、ビタミンE、5′-リボヌクレオ
チド二ナトリウム、
野菜原料：大豆蛋白複合調味料[大豆蛋
白、卵紛、コーン油、砂糖、小麦粉、
食塩、グルタミン酸ナトリウム、カラ
メル色素（普通法）、香料、ピロリン
酸二水素二ナトリウム、炭酸水素ナト
リウム、食用でんぷん、リン酸二水素
ナトリウム、ビタミンE］、乾燥エビ、
乾燥野菜（とうもろこし、ネギ）
調味料：マルトデキストリン、乳糖、
食塩、醤油複合調味料（醤油、マルト
デキストリン、食塩、グルタミン酸ナ
トリウム）、白コショウ、香料、ブド
ウ糖、カラメル色素、米糠油、酵母抽
出物、タマネギ粉末（タマネギ、マル
トデキストリン）、ニンニク粉末（ニ
ンニク、マルトデキストリン）、黒コ
ショウ、タケノコ、5’-リボヌクレオチ
ド二ナトリウム、精製パーム油、クエ
ン酸、しょうが粉末



日本 EU アメリカ 中国
原材料（添加物） 小麦粉（国内製

造）、小麦全粒粉、
砂糖、小麦たん白、
小麦ふすま加工品、
加工油脂、パン酵
母、バター、食塩、
発酵風味料、還元
水あめ、食酢、脱
脂粉乳、小麦たん
ぱく調整品／増粘
材（アルギン酸エ
ステル）、V.C
（一部に小麦・乳
成分を含む）

全粒粉、小麦粉、
水、砂糖、ショー
トニング、パン
ミックス粉（グル
テンパウダー、モ
ノグリセリン脂肪
酸エステル、ジア
セチル酒石酸モノ
グリセリド）、生
イースト、粉乳、
食塩、食品添加物
（硫酸カルシウム、
モノグリセリン脂
肪酸エステル、ビ
タミンC、リン酸
三カルシウム、プ
ロピオン酸カルシ
ウム、デヒドロ酢
酸ナトリウム）

全粒紛、小麦粉、
水、パン酵母、小
麦グルテン、砂糖、
ヨウ素添加塩、乳
化剤（E471、
E482）、菜種油、
大豆粉、ブドウ糖、
乳たんぱく質、全
粒粉麦芽粉（小麦、
大麦）、えんどう
豆蛋白、小麦粉改
良剤（E300）、
マルトデキストリ
ン

無漂白小麦粉、砂
糖、卵、濃縮バ
ター、転化糖シ
ロップ、クレーム
フレイシュ（培養
低温殺菌クリー
ム）、酵母、塩、
水、小麦グルテン、
ブランデー、天然
香料、脂肪酸のモ
ノジグリセリド
（乳化剤）、不活
性化酵母、微生物
酵素、ベータカロ
チン（色）、アー
モンド、ゴマ

（参考）日本と諸外国における原材料表示の比較 パン

※各国の表示例は品目内の類似商品であり、同一商品ではありません。
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日本 EU アメリカ 中国
原材料（添加
物）

水、砂糖、酸味料:
クエン酸及びリンゴ
酸、フレーバーエン
ハンサー:塩化ナト
リウム、リン酸カリ
ウム及びリン酸カル
シウム、酸度補正
剤:クエン酸ナトリ
ウム、酸化防止剤：
アスコルビン酸、安
定剤:E414及び
E445、甘味料：ス
クラロースアセスル
ファムK、天然レモ
ンアロマ及びその他
の天然香料

精製水、さとうきび、
クエン酸（1%以下）、
天然及び人工香料、
クエン酸ナトリウム、
グレープフルーツ濃
縮果汁、食塩、塩化
カリウム、リンゴ酸、
乳酸カルシウム、グ
ルコノデルタラクト
ン、炭酸マグネシウ
ム、アスコルビン酸
（香りを保つため）

飲用水、砂糖、果糖
ブドウ糖液糖、グ
レープフルーツ味固
形飲料[砂糖、食品
添加剤（クエン酸ナ
トリウム、塩化カリ
ウム、クエン酸、乳
酸カルシウム、グル
コノデルタラクトン、
炭酸マグネシウム、
ビタミンC）、食用
香料、食塩]、食品
添加剤（クエン酸、
DL-リンゴ酸）、グ
レープフルーツ濃縮
果汁

砂糖（国内製造）、
果糖ブドウ糖液糖、
果汁、食塩/酸味料、
香料、塩化カリウ
ム、乳酸カルシウ
ム、調味料（アミ
ノ酸）、塩化Mg、
酸化防止剤（ビタ
ミンC）

（参考）日本と諸外国における原材料表示の比較 スポーツ飲料

※各国の表示例は品目内の類似商品であり、同一商品ではありません。
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日本 EU アメリカ 中国
原材料（添加
物）

食用植物油脂、
しょうゆ、砂糖、
醸造酢、ごま、し
いたけエキス、食
塩、酵母エキスパ
ウダー、卵黄／香
辛料抽出物、調味
料（有機酸）、増
粘剤（キサンタン
ガム）、（一部に
卵・小麦・ごま・
大豆・りんごを含
む）

植物油（菜種、大
豆）、水、醤油（脱
脂大豆、小麦、食塩、
大豆）、酢（さとう
きび、とうもろこし、
タピオカ、マンダリ
ンオレンジ）、砂糖、
ごま（5%）、しい
たけ抽出物、食塩、
酵母抽出物粉末、卵
黄、香辛料抽出物
（ごま、からし菜
（Mustard））、風
味増強剤（E262）、
増粘剤（E415）

圧搾キャノーラ油、
水、醤油（水、大
豆、小麦、食塩）、
黒糖、ごま、酢、
食塩、酵母エキス、
天然香味料、卵黄、
キサンタンガム）

植物油、水、醤油、
砂糖、食酢、ごま、
香辛料［しいたけ
エキス（しいたけ、
水）、麦芽糖水
飴］、食塩、食品
添加物（グルタミ
ン酸ナトリウム、
キサンタンガム、
エチレンジアミン
四酢酸二ナトリウ
ム）、卵黄、香料、
香辛料

コーデックス規格との整合実態（①ゴマダレ）（参考）日本と諸外国における原材料表示の比較 ごまドレッシング

※各国の表示例は品目内の類似商品であり、同一商品ではありません。
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４．コーデックス規格、EU、公正競争規約の比較
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食品表示基準の個別的表示事項に該当する品目はないが、食品表示のルールを公
正競争規約で別途規定しているもののうち、コーデックス規格に個別食品規格が
あるものは「食用塩」、「はちみつ」、「チョコレート類」、「チョコレート利
用食品」

19

コーデックス規格、EU、公正競争規約の比較

CODEX STAN 150-1985
「STANDARD FOR FOOD GRADE SALT」

CODEX STAN  12-1981
「STANDARD FOR HONEY」

CODEX STAN 87-1981
「STANDARD CHOCOLATE AND 
CHOCOLATE PRODUCT」



特定の農産物や、魚類・水産製品等に係る規格。もともとは特定の製品に適用されるもので
あるが、現在では食品グループごとの規格の策定が増加している。（現時点で200以上の個別
食品規格がある）

20

▶SCOPE 範囲
当該規格の適用範囲

▶DESCRIPTION 説明
・当該食品の定義
・当該食品の本質的な（不可欠な）組成要素
・当該食品の種類（それぞれの種類の、主に品質に関わる組成上の要件）

▶FOOD ADDITIVES 食品添加物
使用可能な添加物について

▶HYGIENE 衛生
製品の取扱いについて、食品衛生に関連するコーデックス文書に準拠すること

▶LABELLING 表示
GSLPF（包装食品の表示一般規格）に準拠すること加え、名称や強調表示等について

▶ METHODS OF ANALYSIS AND SAMPLING 分析とサンプリング方法
組成上の要件についての分析法を記載

Commodity Standards 個別食品規格

個別食品規格の構成（例）

個別食品規格の例：はちみつの規格
CXS 12-19811



公正競争規約の特性
事業者又は事業者団体が自主的に設定するルールであることから、規約に参加していない事業者に
は適用されない。※公正競争規約に参加していない事業者が行う不当表示や過大な景品類の提供については、消
費者庁が景品表示法の規定に基づいて措置を採る。

その商品や業界に必要な表示事項を定めることにより、不当な顧客の誘引を防止し、一般消費者による
自主的かつ合理的な選択及び事業者間の公正な競争を確保すること。

表示規約の目的

表示規約の内容

公正競争規約

景品表示法第31条の規定により、公正取引委員会及び消費者庁長官の認定を受けて、事業
者又は事業者団体が表示又は景品類に関する事項について自主的に設定する業界のルール。
表示規約と景品規約がある。

▶定義
規約の対象となる「商品」「事業者」「表示」等についての定義。食品表示法の定義を引用していることもある。

▶特定事項等の表示基準
商品名に冠したり、原材料について強調するため、その商品・サービスや業界に特有な用語を使用するにあたり、そ
の用語を使用できる場合を定める。例えばチーズであれば「チェダー」「ゴーダ」等の名称を付ける場合の基準。
▶不当表示の禁止
成分又は原材料について、実際のものより著しく優良であると誤認される恐れのある表示や過去の問題事例を踏まえ、
誤認される恐れのある表示を具体的に禁止。

▶表示必要事項
容器包装やチラシ等に必ず記載する事項。名称、原材料等の他、例えばレギュラーコーヒーであれば挽き方を表示。

21



コーデックス規格 EU指令 日本（公正競争規約）
フルクトース（果糖）
とグルコース（ブドウ
糖）含有量

はちみつ 60/100g
甘露はちみつ等 45/100g

はちみつ 60/100g
甘露はちみつ等 45/100g

はちみつ 60/100g
甘露はちみつ等 45/100g

水分含有量
ヘザーハニー以外のはちみつ 20％以下
ヘザーハニー 23％以下

ヘザーハニー※1以外のはちみつ 20％以下
ヘザーハニー 23％以下
ヘザー由来のパン用はちみつ 25％以下

国産はちみつ以外のはちみつ 20％以下
国産はちみつ 22％以下

ショ糖の含有量
アルファルファ、柑橘類等 10/100g
ラベンダー、ボリジ等 15/100g
上記以外のはちみつ 5/100g

アルファルファ、柑橘類等 10/100g
ラベンダー、ボリジ等 15/100g
上記以外のはちみつ 5/100g

アルファルファ、柑橘類等 10/100g
ラベンダー、ボリジ等 15/100g
上記以外のはちみつ 5/100g

電気伝導度 －
はちみつ 0.8ｍS/cm以下
甘露はちみつ等 0.8mS/cm以上

はちみつ 0.8ｍS/cm以下
甘露はちみつ等 0.8mS/cm以上

水溶性固形物の含有量 圧搾はちみつ以外 0.1/100g以下
圧搾はちみつ 0.5/100g以下

圧搾はちみつ以外 0.1/100g以下
圧搾はちみつ 0.5/100g以下

－

添加物 使用禁止 － －

Hydroxymethylfurfur
al（HMF）※2 －

パン用はちみつ以外 5.9mg／100ｇ以下
熱帯気候の地域からの原産地と宣言された蜂
蜜とこれらの蜂蜜のブレンド 8.0mg/100g以
下

5.9mg／100ｇ以下
ただし、熱帯地域（南回帰線と北回帰線に
挟まれた地域）若しくは熱帯地域と似た
気候の地域を原料原産地とするはちみつ又は
これらのブレンドの場合 8.0mg/100g以下

遊離酸 －
はちみつ １Ｎアルカリ５ml/100g以下
パン用はちみつ １Ｎアルカリ8ml/100g以下

１Ｎアルカリ５ml/100g以下

22

・国際基準（コーデックス規格）、EU、日本の規格に大きな違いはない。
・水分含有量はそれぞれ若干の違いあり。

根拠資料：CXS 12-1981,EUR-Lex ドキュメント 32001L0110,はちみつ類の表示に関する公正競争規約及び施行規約

コーデックス規格とEU、日本におけるはちみつの規格 比較

※1 ヘザーハニー：ヘザーの花蜜から作られたはちみつの総称 ※2 HMF:糖の熱分解で生成される有機化合物。適切に保管されたかどうかの指標



コーデックス規格 EU 日本(公正競争規約）

用途
消費者への直接販売用及び食
品製造用に原材料として使用

される

個別規格なし
コーデックス規格に準拠※

一般消費者向けに食用とし
て販売される

NaCl含有量 （添加物を除き、）乾物換算
で97%以上 全体の40%以上

NaCl以外の成
分

主にカルシウム、カリウム、
マグネシウム、ナトリウムの
硫酸塩、炭酸塩、臭化物、カ
ルシウム、カリウム、マグネ

シウムの塩化物

海水組成物（カリウム、マ
グネシウム及びカルシウム
の塩化物及び硫酸塩、ナト
リウムの硫酸塩等）、添加
物、成型用でんぷん及び海

藻抽出物
銅含有量 2mg/kg以下 -

・塩化ナトリウムの含有量の規定は大きく異なるが、用途、換算方法も異なる。
・EUはコーデックス規格に準拠（個別規格なし）

※公益財団法人塩事業センターHPより https://www.shiojigyo.com/study/toukei/

根拠資料：CODEX STAN 150-1985「STANDARD FOR FOOD GRADE SALT」「食用塩の表示に関する公正競争規約および施行規則」 23

コーデックス規格とEU、日本における食用塩の規格 比較



根拠資料：CXS 87-1981,EUR-Lex ドキュメント 32000L0036,チョコレート類の表示に関する公正競争規約及び施行規約

カカオ分 乳固形分
うち
ココアバター

うち
無脂肪カカオ固形分
(ココアパウダー等)

うち
乳脂肪分

チョコレート

コーデックス規格 35％以上 18％以上 14％以上 － －
EU指令 35％以上 18％以上 14％以上 － －
日本(公正競争規約)※２

・基本 35%以上 18%以上 － － －

・カカオ分の代わりに
乳製品を使用した場合 21%以上 18％以上 － カカオ分と合わ

せて35%以上 3%以上

ミルク
チョコレート

コーデックス規格 25%以上 － 2.5%以上 12％～14％以上 2.5～3.5％以上

EU指令 25％以上 － 2.5％以上 14％以上 3.5％以上
日本(公正競争規約) ※３ 21%以上 18%以上 － 14%以上 3%以上

ホワイト
チョコレート

コーデックス規格 － 20％以上 － 14％以上 2.5～3.5％以上
EU指令 － 20%以上 － 14％以上 3.5％以上
日本(公正競争規約) 規定無し

※１ カカオ分とは、カカオニブ、カカオマス、ココアバター、ココアケーキ及びココアパウダーの水分を除いた合計量をいう
※２ 公正競争規約における「チョコレート生地」の規格
※３ 商品名等に「ミルクチョコレート」という用語を表示する場合の規格 24

コーデックス規格とEU、日本におけるチョコレートの規格
・チョコレートの規格は基本、大きく異なっていないが、乳製品を使用した場合
の規定がある等、日本独自のものも存在する。
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